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（１） ミニシンポジウム「大振幅地震動研究」  

 

日時：2025 年 6 月 21 日（土）15：00－17：00  

場所：熊本大学東京オフィス（日比谷中日ビル 4 階） 

zoom での同時配信 

 

 

[講演]  

 

●記念講演「熊本大学での研究と教育」  

熊本大学大学院先端科学研究部 教授   壇 一男  

●研究発表  

１．内陸地殻内地震における応力降下量とすべり分布との関係に関する動力学的研究 

熊本大学大学院自然科学教育部 大学院生 矢野 賢太郎  

２．大振幅地震動に対する伝統木造建物の応答評価 

京都大学工学研究科 准教授  杉野 未奈  

３．大振幅地震動に対する免震構造の備え  

北海道大学工学研究院 教授   菊地 優  
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（友清） 

時間になりましたので、ミニシンポジ

ウム「大振幅地震動研究」を開始したい

と思います。ご参加いただきまして誠に

ありがとうございます。現在、オンライ

ンで 70名以上の方にご参加いただいてお

ります。本日進行を務めます熊本大学の

友清と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。 

まず、本ミニシンポジウムの内容につ

いて簡単にご紹介させていただきます。

今回ここでミニシンポジウムのタイトル

となっております大振幅地震動研究につ

いてですけれども、こちらは壇先生が

2020 年に熊本大学のほうに着任されまし

たけれども、その後、2021 年にこの研究

会の立ち上げを発案なさいまして、定期

的にですね、大振幅地震動研究会という

活動をしてまいりました。で、この会の

目的は大振幅地震動、つまり耐震設計で

想定している地震力を超えるような観測

記録または予測地震動に関する研究を発

表しまして、相互の意見交換を行い、今

後の研究の進展に役立てるということに

なっております。研究会のメンバーは北

海道大学、京都大学および熊本大学の教

員と学生で、これまで 3 か月に 1 回程度、

各大学のメンバーをオンラインで繋ぎま

して研究発表、それから意見交換を行っ

ております。本日のシンポジウムは、こ

の大振幅地震動研究会を、一般の方にご

紹介したものになります。 

まず、研究会の主査ともいえます壇先

生のほうから退職記念講演を行っていた

だきまして、そのあと、熊本大学の大学

院生の矢野くん、北海道大学の菊地先生、 
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京都大学の杉野先生にご講演をいただく

ことになっております。最新研究の成果

もお話頂けると思いますので、みなさま

限られた時間ではございますけれども、

有意義な時間を過ごしていただければと

思います。 

まず壇先生にご講演いただきますけれ

ども、壇先生のご講演は録画をさせてい

ただきます。先生、どうぞよろしくお願

い致します。 

 

（壇） 

はい、聞こえますかね。みなさん、こ

んにちは。熊本大学、今年の 3 月で定年

退職しました壇です。 

 

[スライド#1] 

きょうはですね、最終講義に代えてと

いうことで、熊本大学の研究と教育につ

いてお話したいと思います。 

 

[スライド#2] 

きょうの発表の項目ですけども、最初

に熊本大学に赴任するまでのことをお話

した後、担当した授業のこと壇研究室の

メンバーのこと、それから研究テーマ、

卒業論文と修士論文、それからこれまで

の研究のまとめということで、簡単に 30

分程でご紹介しようかというふうに思っ

ています。 

 

[スライド#3] 

まずこれは、私、1960 年に福岡県で生

まれまして、その後、高校までここにい

ましたけども、大学は東京大学のほうに

入学してですね、そこで建築学科を卒業 
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した後、修士 2 年間おりました。で、

1984 年清水建設に就職して、その後結婚

してすぐですね、中国のハルピンの工程

力学研究所というところに、4 ヶ月ほど

おりまして、東京に戻ってきて、2020 年

に 60歳で定年退職するまで、清水建設に

勤めておりました。その後、2020 年の 4

月から熊本大学に単身赴任の形をとって

ましたけども、今年の 3 月でこちら 2 回

目になりますけれども、定年退職という

ことになりました。で、現在はですね、

こちら福岡のほうと東京のほうで半々の

生活をしております。 

 

[スライド#4] 

これは私が生まれたときの沐浴してる

写真とかですけども、下の方で左側が父

親、右側が母親と一緒に撮ってもらった

写真ですが、これは母の実家で、当時で

すね、小川組という建設会社をやってま

して、両親ともここで働いていました。

現在は大洋建設というふうに名前が変わ

ってますけれども、現在でもこの建設会

社はあります。 

 

[スライド#5] 

で、両親が建設会社で働いていました

ので、これは、4 歳と 5 ヶ月のときの写

真ですけれども、道路工事の現場に連れ

て行ってもらってですね、よく現場のほ

うで遊んでおりました。で、例えばです

ね、コンクリートの作り方ですね、鉄板

の上に砂をおいて、周りに砂利をおいて、

砂の上にセメントをおいて、水をかけて、

それでスコップでかきまぜてコンクリー

トを作る。こういうのですね、小学校に 
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入る前に覚えておりました。こういう環

境で育ちましたので、大学では建築学科

に迷うことなく進学しました。 

 

[スライド#6] 

で、当時ですね、これ大学 3 年生の鉄

筋コンクリートの青山先生の授業のとき

だったんですが、青山先生が教室に入ら

れるなり、きょうから新耐震設計法が始

まりますというふうにお話しされました。

当時は、なんとなくイメージはわかって

たんですけども、これがですね、耐震設

計という意味では、エポックメーキング

のようになったということであります。 

 

[スライド#7] 

で、4 年生になると、卒業論文のため

に研究室に配属されるわけですけども、

大崎・神田研究室のほうに入りまして。 

で、これは当時ですね、大崎先生が本

に書かれた内容で、ここの真ん中ぐらい

に新耐震設計法ってありますけども、

元々、日本で一番最初に耐震設計法が法

律になったのは市街地建築物法、これ

1924年ですけども、1923年の関東地震の

被害を受けて、ここで、世界で初めてで

すけども、耐震設計のほうが法律として

整備されました。で、当時は地震動入力

っていうのは横力で一定で、構造解析も

静的なものだったんですが、建築基準法

に引き渡された時に、地震動入力として

は地域別、地盤別という項目が追加され

ました。 

で、新耐震設計法ではさらに応答解析

のほうでですね、構造の解析のほうが準

動的といってムチフリみたいなことが起 
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こりますね、振動だとそういった効果が

入ってきました。 

で、この時代、ここの始まったところ

で、ちょうど私が学生で建築を始めたと

いうことですけれども、大崎先生の研究

室では、さらに次ですね、この将来像を

見て研究を進めていました。で、将来的

には、地震動の入力ですね、地震が違え

ば変わるし、場所が変われば変わる。な

ので、個別でやんなきゃいけない、評価

しなきゃいけない。で、構造解析も建物

ごとにも全部違う、動き方も違うので、

これも一つずつ動的に評価しなければい

けないと、将来こうなるだろうと。 

で、当時もですね、超高層ビルですと

か、原子力発電所はこういうやりかたを

してましたけども、こういった将来像を

描きながら研究を進めていたということ

です。 

 

[スライド#8] 

で、卒業論文では、この個別の地震力

ですね、こちらのほうをやりました。で、

模擬地震動というものをどういうふうに

作っていけばいいか、ということで、大

崎先生、神田先生にご指導いただきなが

ら卒業論文に取り組みました。 

 

[スライド#9] 

で、これ、横軸に振動数ですね。縦軸

に速度応答スペクトルを取って、5%の減

衰のスペクトルと 1%の減衰のスペクト

ル、これ、設計で使うスペクトルという

ことですけれども、これを両方満たすよ

うな時刻歴ですね、これ、波形が前のス

ライドにありますけれども、これをどう 
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やって作っていけばいいかというのを、

研究室でみなさんと一緒に進めたわけで

す。まあまあ一応ですね。少しまともに

なったというぐらいしか成果が出なかっ

たんですけども。これがなかなか、どう

してもうまくいかない。 

 

[スライド#10] 

ということで 4 年生終わったときにで

すね、ちょうど大崎先生が定年退官で最

終講義をされました。1982 年のことです。

で、このときおっしゃられたのはですね、

コンピュータで作った模擬地震動は本物

の地震動とは何かが違うんだ。で、何が

違うか明らかにする、そして本物に近づ

けるということを、いま、研究室一丸と

なって取り組んでいるという話をされま

した。で、自分のこの後の研究もですね、

まさしくこの流れに沿って研究をずっと

続けていったということになります。 

 

[スライド#11] 

で、大学院の修士課程に進学したとき

にですね、大崎先生が本物の地震動と何

かが違うとおっしゃられたので、それは

もう断層運動を考えないといけないんじ

ゃないかということで、修士課程では断

層モデルのことを勉強したい、というふ

うに研究室で話したんですけども、ちょ

うどですね、我々が 4 年生になるときに

は卒業されましたけれども、井上先輩が

断層モデルを使ってですね、南海トラフ

の地震の地震動を計算されたんですね。

これが地図、あと波形があります。 
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[スライド#12] 

で、当時ですね、すごく苦労されて、

段ボールの箱の中に英語の論文がいっぱ

い詰まっていて、それを一生懸命読んで、

やっとここまで来たということで、ドク

ターの 3 年、博士課程の 3 年間でやっと

ここまで来たのに、修士の 2 年間じゃこ

れ無理だといわれまして、あえなく諦め

ました。 

 

[スライド#13] 

で、その代わりといってはなんですけ

ども、神田先生と一緒にですね、ちょう

ど当時ですね、地震危険度解析といって

確率評価ですね、それをやろうという機

運がありまして。で、修士論文では、日

本列島の地震危険度解析、これ、パソコ

ンを使って地図を書きました。修士論文

に関しては、神田先生と秋山先生、それ

から地震研究所の大澤先生にご指導いた

だきながらすすめました。 

就職した後なんですけども、建築学会

の論文集、論文報告集と当時いってまし

たけども、そちらに初めての論文として

出すことができました。また、神田先生

のほうからは、建築学会の荷重指針で、

これを使いたいということだったので、

そちらにも提供して、まあ計算はもう 1

回全部やり直しましたけれども、地震荷

重が初めて、確率として扱われるという

ことで、こちらのほうに採用していただ

きました。 

 

[スライド#14] 

で、1984 年ですね、大学院のほうが終

って清水建設に入社したんですけども、 
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たまたまなんですけども、当時ですね、

ここに出てます Quantitative Seismology、

定量的地震学と訳すると思いますが、安

芸先生とリチャードさんが教科書を書か

れたんですね。これ MIT の地震学の教科

書なんですけども。で、ここでですね、

福和さんがお世話係と書いてますけども、

あとで名古屋大学にうつられた福和先生

がこの勉強会をやろうと。 

で、清水建設に、大崎先生が移られま

したので、大崎研究室がこちらにできた

んですね。で、13 人で勉強会を始めると

いうことで、もともと断層モデルのこと

をやりたいなと思っていましたので、一

生懸命ですね、こちらも英語の教科書で

したけども、勉強しました。 

 

[スライド#15] 

で、その本物の地震と何かが違うかと

いうことで、当時ですね、小さな地震の

観測記録が取れると、それを重ね合わせ

て大きな地震の観測記録を作ることがで

きるということが、だんだんわかってき

たんですね。 

で、これ左側の図ですけれども、一番

上が、伊豆半島の地震ですけれども、マ

グニチュード 4.9 の小さい地震で、その

下の下ですね、これが本震で、マグニチ

ュード 6.7 の観測記録、これ速度波形で

す。で、上のマグニチュード 4.9 の地震

の観測記録をいっぱい重ねると真ん中の

ようになって、上のバリバリした地震の

波形からは見えにくいんですけど、ここ

に周期 20秒ぐらいの波が入ってるんです

ね、それが拡幅されて、合成結果、真ん

中の段ですけれども、周期 20秒ぐらいが、 
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なんかふわっと出てくる、本震の記録に

非常に良く合ってくる。これ自体はです

ね、当時、京都大学の入倉先生が研究成

果として発表されていたものとほぼ同じ

結果ですけども、それも手元で確認でき

ました。 

問題は加速度のほうですね。これ右側

に書いてますけども、加速度がその方法

ではなかなかうまくいかない。で、これ

も勉強を続けてですね、上のタイトルの

ところに書いてますけども、震源スペク

トルというものの相似則といわれるやつ

ですが、これを使うと加速度もうまく再

現できるはずだということで、式を展開

してですね、右側、これ高田の加速度波

形ですけども、同じマグニチュード 4.9

の小さな地震の記録を重ねて、真ん中の

波形を作って、それで一番下の加速度の

観測波形と大体合ってくるということを

確認しました。 

で、これでまあ非常に再現性、速度に

しろ、加速度にしろ再現性が良いという

ことが分かりましたので、先ほど、中国

のハルピンのほうに共同研究で 4 ヶ月ぐ

らい行ったというお話しましたけども、

そこではですね、1976 年の唐山地震の観

測記録、特にですね、震源でマグニチュ

ード 5 クラスの余震記録が結構取れてた

んですね。で、それを使って、本震ので

すね、マグニチュード 7クラス、7.5前後

なんですけども、地震を再現して、それ

でどれぐらい強い地震動に当時見舞われ

たんだって予測して、それも論文にしま

した。 

きょう、菊地先生いらっしゃいますけ

ど、菊地先生たちと一緒に当時やりまし

た。 

で、えっと、それをまとめてですね、

博士論文としたわけです。当時ですね、

神田先生にご指導いただきながら、秋山

先生、半谷先生、南先生、それから土木

の藤野先生にご指導いただきながら、ご

指導といっても、初めてやる内容ですか

ら、先生がたとですね、まあ、ある意味

楽しい時間を過ごしながら、論文をまと

めることができました。 

 

[スライド#16] 

で、次ですね、これに対して、設計で

使うためには、将来の地震の強震動を予

測しなければいけないということで、こ

ちらもですね、アスペリティモデルとい

うふうに書いてますけれども、アスペリ

ティといって、非常に地震波を出す、も

しくは応力降下量が大きいところ、それ

からそうではなくて、アスペリティが壊

れ、周りが引きずられるところ、背景領

域といってますけども、そういったモデ

ルで震源を扱うことができるんじゃない

かと。こちらもですね、京都大学の入倉

先生を中心に研究が進んでいました。 

それに対して私の方では上に書いてま

すけど、短周期レベルですね、地震学で

は長周期を扱っていたのが普通だったん

ですけども、工学ではですね、短周期の

ほうも扱わないといけないということで、

この短周期レベルに関して、相似則、先

ほど相似則っていいましたけども、長周

期がこれぐらいだったら短周期がこれぐ

らいだよというのを、統計処理しまして

それで法則を作りました。 

で、それと震源で起こってる、原因っ
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て書いてますけど、断層の面積ですとか、

どれぐらいの力が解放されたか、応力降

下量といってますけども、それの力学特

性を調べた結果、ちょっと式でややこし

くなってますけど、左下に書いたような

式で結びつけつけることができるという

ことでまとめました。 

で、この後ですね、入倉先生たちと一

緒にやった成果は文部科学省の地震調査

研究推進本部のほうで採用されて、一般

的に使われるようになりました。 

で、実務でも使われているという実績

も踏まえてですね、2007 年に建築学会の

賞を受賞いたしました。 

 

[スライド#17] 

で、地震調査研究推進本部で取りまと

められた方法は、原子力発電所で設計用

の地震力を決めるときにも使われてまし

たので、国際原子力機関のほうでですね、

そういったやり方があるのであれば、レ

ポートとしてまとめましょうというふう

になって、日本からは今お話しした内容

で私のほうが対応して、それからアメリ

カからはまた別の形でですね、波数スペ

クトルモデルというものなんですけども、

サマビルさんが中心になって、それから

ドイツではキラーパルスなどの観測波形

をうまく使おうということで、シュミッ

トさんにまとめてもらってですね、全体

の取りまとめは私がやりましたけれども、

2015 年にですね、国際原子力機関からセ

ーフティーレポートを出すことができま

した。 

で、ここでですね、やっとですね、大

崎先生が最終講義で本物の地震と違うん 
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だ、何だろうっていう疑問といいますか

ね、これがまあ、最終講義から 33年後に

解決したのではないかというふうに考え

ています。 

で、こういった背景でですね、熊本大

学に移りました。 

 

[スライド#18] 

担当した授業は、ここに書いてますけ

れども、物理、力学、建築構造力学とい

った内容で、数学ですとか、物理を駆使

していろんなことを勉強していく内容と

なっていました。 

 

[スライド#19] 

ここで、2つご紹介します。まず、1年

生で物理・化学 I の授業を担当していま

したけれども、運動方程式ってあります

ね、𝑓 = 𝑚𝑎。それを、距離で積分すると

運動エネルギーの保存則になりますよと

か、時間で積分すると運動量保存則が出

ますよというように。これ、同じなんで

すね、もとをただせば。 

そういった話をしながらですね、自由

落下の問題、これは高校の物理でも扱う

んですけども、それから建築振動の問題

ですね。下に書いてますけども、先ほど

新耐震設計法でムチフリみたいなことが

起こりますよという話をしましたけれど

も、まあ１次モードだとこういうふうに

揺れますよとか、2 次モードだとこうい

うふうに揺れますよって、これを、みな

さんとですね、計算で求めていくという

ような授業をやっていました。 

 

[スライド#20] 
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それから 2 年生では、建築構造力学Ⅱ

の授業を担当しましたけれども、ここで

ですね、横軸に x を取ったときに y 軸で

すね、y 軸が下向きなんですね。で、こ

こまでの物理とか数学だと y 軸は上へ向

いてます。なのでこれが何でかなという

と、建物がまず重力に持たないというこ 

とで、重力がかかれば変位は下の方に出

るわけですし、力も下向きになるという

ことで、y 軸は下向きに取りますよと。

これ、実はどの教科書にもこの解説が載

ってないですね。 

まあこれはいいんです。y 軸が上向き

か下向きかだけでちょっとしたローカル

ルールだよと。 

で、土木の地盤解析だと z 軸ですね、

xyz があったとき、z 軸は下向きに取るん

ですね。なのでそれは扱う物理量は、自

分に取って座標をどう取れば使いやすい

かということで決められています。とこ

ろがですね、次ですね。 

 

[スライド#21] 

これなんか最初 1 年間考えて、ようや

くこういうことかってわかったんですけ

ども、下向きに y 軸を取りますと、接線

の傾きですね、微分係数というのは、傾

きが時計回りで出るんですね。左の図に

書いてますけれども、それに対してです

ね、建築構造力学では、曲げモーメント

は右の図で書いてますように下が凸にな

るようにとるんですね。これ、どの教科

書も日本の教科書こうなってます。で、

ここがですね、回転の成分が、時計回り

か反時計回りかで違ってきます。なので、

最終的に曲げモーメントの向きと変位の 
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向きがマイナスをつけて逆転させないと、

つじつまが合わなくなります。で、ここ

に関してですね、ようやくここでマイナ

スがつくんだというのが 1 年後ぐらいに

ですね、皆さんに授業しながらなんか気

持ち悪いよなと思いながら、ようやく理

由が分かったんですね。 

で、そうだと思って熊本大学で使って

る教科書以外に 4 つぐらい教科書を調べ

たんですが、これはやっぱり高校から大

学に入ったときにギャップがあるんじゃ

ないかなということで、ここは大いなる

ローカルルールと、自分で勝手に名前を

付けてですね、これをもっと分かりやす

いようにしようと思って、現在、教科書

を執筆中であります。友清先生、尾上先

生、それから建築の井上先生と一緒に今

執筆中であります。 

 

[スライド#22] 

で、これから研究室のほうのお話した

いと思いますけれども、これメンバーで

すね。2020 年にこちら、5 名のかたに入

ってもらいました。初めて熊大に来たの

に関わらずですね、みなさん選んでくれ

ました。で、毎年、平均すると 6、7名入

ってくれました。で、5 年間でですね、

33 名の卒論生と修論生を新たに迎えるこ

とができました。 

 

[スライド#23] 

で、研究のテーマに関してですけれど

も、1 つ目はですね、最初、大崎先生の

お話で、本物の地震動とはって話しまし

たけれども、物理モデルに基づく強震動 
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予測についてが 1 つ目の大きなテーマ。

それからもう 1 つは、きょうも後で、菊

地先生からお話していただけると思いま

すけれども、大振幅地震動を耐震設計に

どうやって反映していくかと、この 2 つ

のものをテーマにしておりました。 

 

[スライド#24] 

卒業論文と修士論文、もうちょっと具

体的なテーマですけれども、1 つ目が長

大断層における応力降下量とすべり分布

に関する動力学的研究、2 つ目が浅部断

層の破壊も考慮した物理モデルに基づく

強震動の予測、3 番目が継続時間に関す

る研究、それから 4 番目が大振幅地震動

に対する建築物の応答に関する研究とい

うことで、大きくいうとですね、4 つ、

具体的な項目を挙げて、取り組んでもら

いました。で、ちょっとだけ、詳しいお

話します。 

 

[スライド#25] 

長大断層における動力学的研究ですけ

ども、これ、後でですね、熊本大学の大

学院生の矢野くんから詳しいご説明して

いただきますけれども、産業技術総合研

究所の加瀬さんのプログラムをお借りし

てですね、力と変位の関係、すべりとの

関係を研究しています。 

 

[スライド#26] 

それからですね。浅い断層がどういう

ふうに壊れていくかということ、先ほど

ですね、地震調査研究推進本部で、研究

成果を採用してもらって、それが実務に

使われていますよという話しましたけれ 
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ども、浅い断層は強震動を出さないので

モデルに入ってないんですね。ところが

浅いところの断層が、例えば 1 m ずれる

とそこの部分 1 m ずれるわけです。です

ので、そういったものは断層のすぐそば

にある建物に影響を与えるということで、

こちらの研究も進めてます。 

で、この写真はですね、福岡県福岡市

ですね、福岡市の中心を通る警固断層で、

海のほうはですね、2005 年の福岡県西方

沖地震で壊れました。陸の方ですね、市

内を通っている断層、ここがですね、割

れ残りという状態になってますので、こ

ちらのほうの断層が壊れたときにどうな

るかというのを予測しています。 

 

[スライド#27] 

それからもう一つは熊本地震ですね。

熊本地震も布田川（ふたがわ）・日奈久

（ひなぐ）断層といって、北のほうが布

田川断層、南のほうが日奈久断層ですけ

ども。北の方が熊本地震で 2016年に壊れ、

日奈久断層の一部も壊れました。ですけ

ど、この八代に向かう 80キロぐらいの長

さのところが、ここも割れ残りといって

いいと思うんですけども、比較的壊れや

すくなってるという話もありますので、

こちらの方もですね、壊れた場合、どう

いうふうに地震動や永久変位が出るかと

いうのを研究しております。 

 

[スライド#28] 

それから継続時間ですね。これ継続時

間、そもそもどうやって定義するかって

いうのが問題でありますけれども、小さ

い地震から大きい地震まで、マグニチュ 
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ードが変わるとどういうふうに変わるの

か、それから、震源からの距離が変わる

とどういうふうに変わるのか、地盤が固

い地盤から柔らかい地盤に変わるとどう

変わるのかというのですね。特に、木造

の建物ですとか、鉄骨造の建物、あるい

は液状化ですね、地盤の液状化考えると

きには継続時間が非常に重要になってき 

ますので、こちらの研究も進めています。 

 

[スライド#29] 

それから 4 番目ですね、大振幅地震動、

こちらの研究会もそうなんですけども、

これに関してもちょっと詳しいお話をし

たいと思います。 

この写真はですね、ギネスブックで地

震動の世界記録として登録されたよとい

うことで、防災科学技術研究所のかたか

らメールいただいたものです。世界記録

として自然の状態で採れた値としての世

界記録ですね、4022 cm 毎秒毎秒という

のが登録されましたよという連絡を受け

ました。で、これに対してですね、今ま

で強震観測がどういったふうに最大加速

度が日本でですけども変わってきたかと

調べてみました。 

 

[スライド#30] 

日本での強震観測記録というのは 1950

年代で東京 101、これ、昔、構造設計し

てた人は分かると思いますけども、エル

セントロやタフトや東京 101 っていうの

が設計用の入力地震動として、振幅を調

整して使われていたわけです。これが最

初だったんですね。で、このときの最大

加速度 74 cm 毎秒毎秒。 
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[スライド#31] 

なので、これをグラフにしたのがこれ

です。年々大きくなってきています。観

測だから、これは、実際の地震による地

震動が段々大きくなってきたわけではも

ちろんないですよね。観測網が整備され

た、もしくは地震計の感度が上がってき

たということで大きくなってきてます。 

 

[スライド#32] 

これに対して、じゃあ設計用の地震動

はどうなってるかということで整理した

のがこれです。で、最初は先ほどいいま

したように一番最初に法律になったのが

市街地建築物法で、自分の重さの 0.1 倍

の力を横からかける、かけても大丈夫な

ようにしましょうということでした。こ

れに重力加速度をかけますと 98 cm 毎秒

毎秒になります。 

 

[スライド#33] 

で、これですね、年代ごとにどんどん

変わっていくわけですけれども、見ると

赤線みたいになります。なので観測記録

も大きくなってますけども、設計値も

段々大きくなってくる。で、これはまあ、

ある意味、日本の建物の耐震性能が上が

ってきてるっていうのももちろんありま

す。ただ、それだけではなくてですね、

昔よくわからないので、安全率を見てこ

れぐらいで設計しましょうといったとこ

ろに比べて、安全率で見たところをもっ

と本当にどんな事が起こっているかって

のが分かるようになったので、設計値自

体も上げて、建物の性能を確保するとい

うような事が今進んでおります。なので、 
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出来上がりに関しての性能も上がってき

てますけども、ここで見るほど違ったも

のにはなってないというふうに考えてい

ます。 

 

[スライド#34] 

で、これは、最初の卒論生の河野くん

にまとめてもらったんですけども、これ

①のところですね、耐震設計で用いる告

示スペクトルなんですけども、②のとこ

ろですね、これは、観測記録での応答ス

ペクトルの包絡で、これ、内陸地震がほ

とんどです。そうするとですね、最大の

ところで約 5 倍大きいですね、設計値に

比べて。それでこれ③のところ。これは、

予測地震動の包絡で、南海トラフの地震

になりますけども、これはもうちょっと

長周期で約 5 倍大きい。で、大振幅地震

動っていうのは、設計値に比べて大きい

という意味で、まあ最大 5 倍ぐらい今で

は大きくなり得るというものをまとめて

もらいました。 

きょうこの後ですね、菊地先生、杉野

先生にお話ししてもらうのは、ここまで

大きいかどうかわかりませんけども、ま

あイメージとしてはかなり大きなものを

イメージしながら研究会を進めてきたと

いうことになります。 

 

[スライド#35] 

で、それをどういうふうに建築に取り

入れるかという話ですけれども、これは

ジャスカ(JSCA：日本建築構造技術者協

会)のほうで、性能設計で、こういうふう

に地震力と安全性、マトリックスになる

んですけども、基準っていうのは建築基 
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準法で、まあ最低限ここにしましょうと

いうのがあって、横軸が地震力で縦軸が

被害予想で、地震力が強くなっていけば

いくほど被害も大きくなってますよとい

うことですけれども、性能を上げると、

被害がちょっと減る、うんとあげるとど

んどん被害が減ってくるという。この中

に先ほどの設計値の何倍か大きいものを

位置づけて、どういうふうな対応を設計

でやるかというのを考えていくというや

り方が、だんだん出来てきています。 

 

[スライド#36] 

で、先ほど見たように大振幅地震動と

して、どんどん観測記録も予測地震動も

出てきてますので、日本建築学会のほう

ですね、最初に 2008年に地震荷重小委員

会のほうで、性能設計への展望というこ

とで刊行物をまとめて、そういった話を

しています。それから同じようにですね、

2013 年にも大振幅地震動と建築物の耐震

性評価ということで、学会の委員会で活

動してました。それから、これは後から

菊地先生からお話していただくと思いま

すけれども、2020 年、こちらは免震構造

の小委員会のほうで、設計としてはどう

考えたほうがいいか、全部まとめてもら

っております。予測した結果もですね、

こういったところで反映、使っていただ

いているということです。 

 

[スライド#37] 

で、研究室のほうでは、これ去年の 4

年生の位田くんのほうで、南海トラフの

地震のときに、木造建物がどういった被

害を受けるかっていうので、大阪とか名 
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古屋とか、東京でですね、計算してもら

いました。 

 

[スライド#38] 

それから、最後にですね、これまでの

研究のまとめということで、実は、熊本 

大学に赴任するときにですね、みなさん

に挨拶のメールを出したときに、恩師の

神田先生から、これまでの研究をまとめ

るといいんじゃないですかという、サジ

ェスチョンを受けましたので、レビュー

論文をまとめていたんですね。たまたま

その途中で、そういったことをやってる

ときに、NTT ファシリティーズのかたか

ら強震動予測について書き物にしてくれ

ないかということで、これ 6 回に分けて

ですね、今日もお話しした内容が結構多

いんですけども、強震動予測の最先端と

いうことで、ウェブで公開しました。 

 

[スライド#39] 

それから、これもたまたまですけども、

2022 年の夏ぐらいにですね、南海トラフ

の巨大地震の NHK スペシャルをやるの

でということで、NHK のディレクターの

かたから取材を受けまして。で、予測地

震動を計算してもらえないかということ

で、2023 年の 3 月に放映になりましたが、

これですね。 

 

[スライド#40] 

今まで東側、西側いっぺんに壊れるモ

デルを作って計算してたんですけども、

実際には、別れて起こる場合が多い、半

割れで。NHK スペシャルでいってました

けども。なので、西側の断層と東側の断 
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層とで、こういったモデルを作りました。

で、これはですね、強震動だけではなく

てですね、津波の予測もできるような、

統一震源モデルっていうのを作れるよう

にしています。 

で、中身はですね、先ほど物理モデル 

という話してますけども、応力降下量の

近似式っていうのを作ってですね、それ

を適用しました。実はですね、この応力

降下量の近似式というのは、もう 30年以

上前ですね、東京大学の理学部の佐藤良

輔先生と、仕事での移動中のタクシーの

中でですね、応力降下量、特別な場合は、

解析解が求まるけれども、一般的には求

まらない。なので、近似式を作るといい

んじゃないかというふうに、こちらもサ

ジェスチョン受けまして、それで、清水

建設のかた達と一緒に近似式を作りまし

た。で、その成果を使ってですね、こう

いったモデルが作れるようになりました。 

 

[スライド#41] 

で、これは東側ですね。東側が壊れた

ときの断層モデルです。 

 

[スライド#42] 

で、これを使ってですね、地震動を計

算した結果ですね、これは摂南大学の西

村先生のところで計算してもらった分で

すけども、鉄骨構造 25階建てで、これ制

振装置がついているんですけども、大阪

此花区での揺れです。我々が地震動を計

算しているのですけども、1 回目の揺れ

では鉄骨が降伏する、2 回目に入るとで

すね、あの青いところなんですけども、

破断するということで、かなり強い揺れ 
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に見舞われるということが分かりました。 

 

[スライド#43] 

で、先ほど申し上げましたように、神

田先生からコメントいただきまして、今

までの研究をまとめてみたのがこちらで

す。 

強震動予測に関して、アスペリティモ

デルという話をしましたけど、それにつ

いてですね、自分の提案も含めて、世の

中でこういった考え方があるよっていう

ので、40 年分ぐらいの論文をまとめてレ

ビューしたのが最初の論文です。これ建

築学会論文集に出てますね。 

それから 2 番目が熊本地震でわかった

ことをまとめて、これもレビュー論文に

しました。 

3 番目が経験的グリーン関数法ですね、

これは、小さな地震記録を使って大きな

地震の地震動を予測するというものです

が、こちらも論文でまとめて論文集に掲

載されております。 

 

[スライド#44] 

で、熊本大学での論文はレビュー論文

ばっかりなんですけども、一応ですね、

清水建設に入社以来、どういった論文数

になっているか、査読付きの論文をまと

めて見ると、だいたい、1 年当たり 2 編

ぐらいのペースで、熊本大学辞めるとき

まで、まあコンスタントに研究はできて

いたかなということです。 

 

[スライド#45] 

で、ここまでですね、今までの話なん

ですけども、今やってることですね、あ 
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と、これからやり続けてやりたいこと、

ちょっとお話しましたけれども、建築構

造力学の基礎ということで、教科書を執

筆しております。 

それから、観測記録、小さな地震記録 

が取れてない場合もありますので、そう

いったときにどうすればいいかと。で、

断層のすぐそばまで適用可能な方法を開

発しています。 

それから 3 番目に、それがもし出来た

場合なんですけども、統計的グリーン関

数法という方法ですけども、こちらも 50

年近い歴史がありますので、レビュー論

文をまとめてですね、これから勉強する

人たちの参考になるようなものを作って

いきたいなというふうに思っています。 

これでお話を終わりたいと思います。

みなさんもこれまで同様ですね、よろし

くお願いいたします。 

 

（友清） 

ありがとうございました。壇先生のご

講演については、後日、文字起こしをし

て電子版の冊子にし、研究室のウェブペ

ージから一定期間アクセスできるように

する予定です。準備ができましたら皆様

に改めてご案内いたしますので、ぜひご

覧ください。 
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（２）祝賀パーティ 

 

日時：2025 年 6 月 21 日（土）17：30－20：00  

場所：シーボニアメンズクラブ（日比谷中日ビル 1 階） 

 

 

 

 
祝賀パーティ終了後の記念写真 
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17:00 受付開始  

17:30 パーティ開会 

（司会） 

本日はお集まり戴き有難うございます。

お待たせいたしました。これより、壇一

男先生退職祝賀パーティを開催いたしま

す。本日、司会進行を務めさせていただ

きます、壇研究室卒業生の河野と脇山と

申します。最後までどうぞよろしくお願

い致します。 

まずは、開会にあたりまして、本日の

主役である壇先生の略歴について、熊本

大学教授友清衣利子先生よりご紹介を頂

きたいと思います。友清先生よろしくお

願いします。 

 

（友清） 

本日は、壇一男先生の退職祝賀パーテ

ィにご参加いただき誠にありがとうござ

います。 

パーティの前に開催されましたミニシ

ンポジウムにご参加くださった方も多い

と思いますが、改めましてご挨拶を申し

上げます。熊本大学の友清衣利子と申し

ます。 

本日はこれほど多くの皆さまにご参加

いただきましたことを心より嬉しく思っ

ております。壇先生の熊本大学での 5 年

間、前職までを含めますと41年間の長年

にわたるおつとめを労い、これまでの貢

献に対して感謝とお祝いの気持ちをお伝

えするためにこの場を設けました。また、

壇先生のお人柄でつながったこのご縁を

大事にして、みなさまの交流を深める機

会にもなれば幸いです。 

さて、開会挨拶に加えまして、僭越な

がら私のほうから、壇一男先生の略歴を

紹介いたします。 

私は先生が熊本大学に着任されてから

のお付き合いですので、もっと長く深い

交流のある方ばかりだろうと思いますが、

どうぞご容赦ください。 

壇一男先生は、1960 年福岡県山門郡瀬

高町のお生まれで、福岡県立山門高等学

校をご卒業後、東京大学理科 I 類に入学

されました。 

その後、工学部建築学科を卒業された

あと、東京大学大学院工学系研究科建築

学専攻修士課程に進学、1984 年に修了さ

れています。 

大学院修了後は清水建設株式会社に入

社されました。 

清水建設におつとめの間、1988 年には

共同研究で中国国家地震局工程力学研究

所に勤務され、1991 年に東京大学より学

位を授与されております。 

清水建設を定年退職後、2020 年に熊本

大学の教授として着任され、大学での研

究、教育、運営にも尽力されました。

2025 年３月に熊本大学を退職されました

が、この長い研究生活で非常に多くの論

文を発表しておられ、2000 年には日本建

築学会奨励賞、2007 年には日本建築学会

学会賞(論文)を受賞しておられます。 

これからもまだまだ研究をされるとお

聞きしていますが、本日は大学を退職し

ての一区切りということで、皆さまとと

もに、これまでの壇先生の功績を振り返

り、新たな門出をお祝いしたいと思いま

す。どうぞ、楽しいひとときをお過ごし

ください。 
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（司会） 

友清先生ありがとうございました。 

 

17:35 乾杯 

（司会） 

暑い中ご足労頂き、のども乾いている

ことかと思いますので、乾杯のほうに参

りたいと思います。各自グラスのご用意

をお願いします。 

乾杯のご挨拶は2024年３月まで熊本大

学教授であられました現早稲田大学教授

田中智之先生からお願いしたいと思いま

す。田中先生よろしくお願いいたします。 

 

（田中先生） 

壇先生、ご退職おめでとうございます。

研究生活にも一区切りということで誠に

お疲れさまでした。 

僭越ながら乾杯の音頭をさせていただ

きたいと思いますが、その前に一言ご挨

拶させていただきます。 

ご紹介いただきましたように、私は

2024 年まで 19 年間熊本大学におりまし

て、去年から早稲田大学に戻り、今も教

員を続けているところであります。本来

であれば、ここは現学科長の川井先生が

ご挨拶をされるところなのですが、今日

は熊大の先生はほぼいないということで

（笑）、多少面食らっておりますが、前

の学科長が壇先生、その前の学科長が僕

ということでお話が回ってきたというこ

とでご挨拶をさせていただきます。 

壇先生は、ご紹介にありましたように

2020 年に熊本大学にいらっしゃいまして、

丁度コロナのときですね、大学も大変な

時期だったのですが、そのとき僕が学科

長でいろいろ対応とかする中で、壇先生

からも適切なアドバイスとか、壇先生節

というのは皆様ご存知だと思いますが、

歯に衣着せぬ物言いを最初からいただき

まして、僕らも非常に助かりました。 

一つエピソードがございます。熊本大

学では大学院の入試問題を毎年作るので

すが、計画系と構造系で分かれて 2 部屋

で検討するのですね。その際に、計画系

はいつも遅くまでやっていて、構造系は

割合早く終わるのが通例なのですが、壇

先生が来られた年から構造系は長引きま

してですね、今日の最終講義のマイナス

がどうだこうだというのをすごく遅くま

でやられていたというのをお聞きしまし

た。壇先生とはそういう方なのだな、と

いうことを最初すごく印象に残ったのを

覚えております。 

壇先生は 5 年間、本当は研究に没頭さ

れたいと思って熊大に来られたと思うの

ですが、僕が学科長をやった後に、2 年

間学科長をしていただきまして、そこで

も壇先生節が炸裂してですね、教室会議

とか、皆様ご存知かわかりませんが、大

学って変わった人ばかりいるのですね。

その中でずばずばものを言ってくださっ

て、非常に助かったことをよく覚えてお

ります。 

そんな壇先生は退職後も研究を続けら

れるということですので、ここにいらっ

しゃる皆様ともども、親睦を続けていき

たいなと思っております。 

今日は一区切りということで、乾杯を

させていただきたいと思います。 

それでは壇先生お疲れさまでした。あ
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りがとうございました。皆様のご健勝と

ご発展を祈念いたしまして、乾杯をした

いと思います。 

ではご唱和ください。乾杯！ 

ありがとうございました。 

 

17:40 会食開始 

（司会） 

田中先生ありがとうございました。そ

れでは、ごゆっくりお食事ご歓談とお楽

しみください。 

なお、パーティ中は熊本大学の大学院

生に写真係をして頂いています。会場の

様子を見ながら満遍なく撮って回ります

が、個別に写真を撮ってほしい等、ご希

望があればお気軽にお声掛けください。

写真は後日、参加者に共有するつもりで

す。また、あそこにピアノがありますが、

弾いてよいとのことでしたのでどなたで

もご自由にどうぞ。 

 

[歓談] 

 

18:40 スピーチ  

（司会） 

さて、お食事をお楽しみになっていら

っしゃるかと思いますが、ここで少しお

耳を拝借して、壇先生の恩師でいらっし

ゃる東京大学名誉教授神田順先生よりお

祝いのスピーチをいただきたいと思いま

す。神田先生よろしくお願いいたします。 

 

（神田先生） 

神田順と申します。先ほどのミニシン

ポジウムの中でも時々名前が登場してお 
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りましたけれども。壇くんは、壇一男先

生は 5 年前から熊本ということで、農業

に勤しんでいるという話を聞いていたの

ですが、研究と教育をご立派に成し遂げ

られて、さらに大学のアドミニストレー

ションもこなされたことよくわかりまし

た。おめでとうございます。 

私が東京大学に赴任してきたのが 1980

年でした。壇さんも学生に授業をやると

なるとノートとか作らなくちゃいけない

ので大変だったと思います。その壇さん

が第一号の 3 年生、卒論生としても第一

号で、大崎先生と私の研究室でした。そ

れまで大崎先生は卒論生って 2、3 年に 1

人しかいないんですよ。私が大崎先生と

一緒になったときに 3 人、壇くんの世代

が来て、画期的な状況が発生いたしまし

た。しかも一番大崎先生の中心課題であ

る地震動シミュレーションということで。

私ももともと風のほうがメインだったも

のですから、そういう意味では東大に来

てはじめて地震の勉強をするという感じ

になりまして。 

そのあともずっと東大を卒業して大崎

研に入ってからも、今日お話しにありま

したように、まさに将来起きるであろう

地震動というのがどういうものかという

ことを、なんか33年経ったら解決できた

とか言っていましたけれども、そう簡単

な話ではないと思いますけれどね。これ

からもご活躍いただけるのではないかと

いうふうに思います。今日は楽しい会で、

また、学生のときの仲間もそうですし、

大崎研で一緒にやった人もいると思いま

すし、そういう模擬地震動とかいうこと

になると、研究者仲間も幅広く熊本で広 
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げたということになると思いますし。こ

れからもリーダーシップをとって研究を

進めて下さい。私の場合は研究としては

10 年くらい経ってある程度まとめる、と

かの感じでやっているんですけれども、

壇さんは、一途に地震動目指して研究さ

れて、ますます頑張っていかれると思い

ます。 

こんなところで終わりたいと思います。

どうもおめでとうございました。 

 

（司会） 

神田先生ありがとうございました。皆

様もご傾聴頂きありがとうございました。

また、しばらくご歓談をお楽しみくださ

い。 

 

[歓談] 

 

19:30 卒業生と在校生からのご挨拶  

（司会） 

お時間のほうが参りましたけれども、

ここでですね、在校生の南﨑くんと田本

さんより何かちょっとお言葉のほうがあ

るということですのでお願いしたいと思

います。 

 

（田本くん） 

卒業生代表として、私は壇先生の一期

目の研究生として所属していました田本 

と申します。僭越ながら簡単ですが挨拶

させていただきたいと思います。 

壇先生との出会いは約 5 年前ですかね。

丁度コロナと重なってまして、壇先生の

部屋を訪ねたときはもう着任されたばか 

 
 

 
 

 

 

 

 



31 

 

りで机と椅子しかないような、本当に何

もない空間のときにご挨拶させていただ

きました。僕自身熊本出身ということも

あって、熊本地震を経験したことから地

震にはちょっと興味がありまして、その

こともあって壇先生のところにお世話に

なったんですけど、本当にお世話になり

まして、本当に着任されたときは、施設

も全然何もそろっていなくて、パソコン

もないぐらいの状態だったので、パソコ

ンの発注から、図書の購入は私自身結構

わがままを言っていろいろ購入していた

だいたんですけれども、本当に優しくし

ていただいて、本当にありがとうござい

ました。 

そうですね、壇先生の第一印象は本当

に優しい朗らかな方だなと思っていたん

ですけど、今日乾杯のときに田中先生の

スピーチで、壇先生節が大学では炸裂し

ていたと初めて聞きまして、意外な一面

を知れたということで、またまた壇先生

を知れて嬉しく思っています。 

簡単ですけれど、私の挨拶はこれくら

いにしておきまして、本当に 3 年間いろ

いろとお世話になりました。壇先生の今

後のご健康とご多幸を祈念いたしまして

挨拶とさせていただきます。本当にあり

がとうございました。 

 

（司会） 

「ありがとうございました。次は、在

校生のほうからプレゼントがあるという

ことで。 

 

（南﨑くん） 
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こんにちは。在校生代表の、熊本大学

大学院修士 2 年の南﨑です。壇先生とは

ですね、おそらく壇先生が大学で働き始

めたときと、僕らが大学に入学したとき

が同じ2020年で、壇先生には大学2年生

のときから授業で大変お世話になりまし

たし、実際に研究室に入ってからもたく

さん研究でお世話になりました。 

たくさん感謝していることがあるんで

すけれど、一番感謝していることがあり

まして、それは、去年、僕が就職活動を

しているときのことで、私事ではあるの

ですが、来年からですね、鹿島建設のほ

うで施工管理職の施設で働くんですけれ

ど実はその前に構造設計を受験させてい

ただいて、残念ながらご縁がなかったん

ですけど、そこで、他の会社で構造設計

を受けるか、そのまま鹿島建設でもう一

回施工管理を受けるかというので 2 つ職

種の間で迷っているときに、壇先生の方

から、南﨑くんの性格的には施工関連の

ほうが向いているよと、的確なアドバイ

スをいただいたことと、僕自身がですね、

スーパーゼネコンの社長になるという夢

を以前から語っていまして、それを覚え

てくださっていて、社長になるんだった

ら構造設計よりも施工管理のほうがいい

よという話をいただいて、それで自分の

中ですごい決心がついて再び就職活動を

はじめることができたので、本当に背中

を押していただいてありがとうございま

した。 

構造とか地震に関することでたくさん

学んだことはあるんですけど、一番自分

の人生においてすごい糧になるなといっ

た学びがいくつかございまして、その中

の一つが、常に謙虚でいることの大切さ

っていうのを先生から学ばせていただき

ました。先生から常に謙虚でいなさいよ

という話をされたわけではないんですけ

ど、壇先生ってすごい人じゃないですか、

すごい優秀な方だと思うんですけれど、

だと思うというかすごい方なんですけど、

それを感じさせないような普段の温厚な

人柄だったりとか立ち振る舞いっていう

のに本当に尊敬していますし、駅から大

学までの通勤がですね、お金すごい持っ

ている方だと思うんですけれど、きっと

タクシーとか乗れると思うんですけど、

自転車で通勤されているんですね。それ

を見て本当に人としてすごい尊敬できる

なと思いましたし、おそらく今から多分

35 年くらいすると僕も鹿島建設の社長に

なるので、運転手付きの車とか多分用意

されると思うんですけれども、ちゃんと

断って自転車で通勤しようと思います。 

そんなたくさんのことを学ばせていた

だきましたし、これからも、修士論文も

そうですし、長い付き合いにさせていた

だいて、たくさん教わりたいなと思って

いますので、今後ともどうぞよろしくお

願いいたします。 

本日はありがとうございました。 

ということで、実は在校生の、M2、修

士 2 年生が今 4 人いて、修士 1 年生の 2

人、合わせて 6 人からですね、花束と、

プレゼント、記念品を用意していまして、

奥様の分もあるんですよね。中身が湯飲

みになっています。壇先生といえば湯飲

みだろうということで。熊本城の城主の

加藤清正のかぶっている帽子をモチーフ

にした湯飲みもセットになっています。 
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花束がですね、黄色と青を結構モチーフ

にしているんですけれど、僕が、壇先生

のイメージカラーの聡明な感じの青と、

こちらの平野くんがですね、壇先生は太

陽のような存在だということで黄色をイ

メージして、黄色と青に仕立てています。

ではどうぞ。 

ということで、在校生代表の南﨑でし

た。ぜひ覚えていてください。ありがと 

うございました。 

 

（司会） 

南﨑くんありがとうございました。と

っても面白い挨拶で、皆さん笑いが絶え

なかったことと思います。 

ここで壇先生のほうからですね、最後、

ご挨拶をいただきたいと思います。壇先

生よろしくお願いいたします。 

 

(壇先生) 

みなさま、今日は私壇一男の退職祝賀

パーティにお越しいただきまして、どう

もありがとうございました。ここの場所

で会をやろうと決めたのはですね、熊本

大学のみなさん、来てもらってますけど

も、まずですね、司会は河野くんと脇山

くんに、卒業生ですけどもお願いしまし

た。写真係として、矢野くん、南﨑くん、

平野くん、森本さん、阿世知くん、潮崎

さんに頼みました。このパーティと、シ

ンポジウム、こちらでやってもらったん

ですけども、全部ですね、熊本大学の友

清先生にお世話いただきました。どうも

ありがとうございました。実はですね、

1 月ぐらいに友清先生から壇先生、最終

講義どうなさいますって聞かれたんです 
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ね。さっきからお話あるように、熊本大

学 5 年しかいなくて、そんなに長くない

というのとですね、去年とか一昨年お辞

めになった先生がた、コロナの影響もあ

って、最終講義やらないかたもいらっし

ゃいましたし、最終講義をやってもパー

ティはやらないとかっていらっしゃいま

したので、どうしようかなと思ったんで

すね。でも、せっかくだからやってみよ

うかなと思ったんですが、熊本大学、実

は熊本駅から結構不便なんですよね。自

転車でも30分以上かかります。しかも、

今お話しいただいた卒業生、南﨑くんも

多分来年関東だと思いますけども、東京

近辺の卒業生が半分以上いるんで、友清

先生にどうしようかな、と。そしたら友

清先生からですね、東京でやるのもあり

じゃないですか、と、そういうふうにお

っしゃられて。じゃあ東京でやろうかと

思って、会場をどうしようか、でも東京

でやったら高いのかと思ったらですね、

なんとこの上にですね、熊本大学東京オ

フィスっていうのがありましてね。20 人

ぐらい入れるんですよ。なので、今文明

の利器で入れない人は、zoom で配信して

もらえばいいかということでですね、皆

さん、入れなかった方には本当申し訳な

かったですけども、そういうふうにさせ

ていただきました。 

それからですね、研究、実は卒業論文

まで入れて44年間になっていますけども、

その間ちょっと考えていたことが 3 つあ

ります。最初一番目がですね、研究のオ

リジナリティというやつで、オリジナリ

ティということは、世界中で誰もやった

ことがない、もしくは考えたことがない、

それが一番大切で、それがなかったら論

文にならないんですよね。なので、まず

それが大切だと。 

2 番目が精神の自由、オリジナリティ

を考えるときも、それを実現させるとき

も、周りとか過去のしがらみにまとわり

つかれてるとですね、どうしても自由な

発想とか、自由な行動ができないんです

ね。それで、すみません、壇節が出てし

まうんですけども、それはもう精神の自

由という、すみません、田中先生、まあ

田中先生はOBだからいいですね。友清先

生、すみませんでした。そういうのを大

切にしてきました。 

それから 3 つ目ですね。これが大切なん

ですけども、周りの人の話をよく聞く、

相談するということ、これを大切にして

きました。これ、実はですね、40歳か50

歳ぐらいの時にですね、歴史の本を読ん

でみるとですね、聖徳太子、17 条の憲法

を出していると言われてますよね。その

第 1 条が、和をもって尊しとなす、と。

これはいいんですけども、第17条にです

ね、それに対応する言葉がありまして、

大事なことは周りの人とよく相談しなさ

い、よく相談すれば間違えることはあり

ませんと、そういうふうに書いてあるん

ですよ。なので、自分もそう思ってたん

ですよ、まあ聖徳太子のようなんですけ

れども、ああ、それはよかったんだと。

その 3 つのことを大切にしていきました。 

オリジナリティに関しても、それが非

常に大切なんですけども、ものづくりを

やるためにはですね、いろんな人を巻き

込まないといけないし、社会全体で流れ

を作らないと。例えば超高層ビルだって 
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昔日本でできなかったわけですよね。そ

れができるようになった。それはまあ、

武藤清先生がずいぶん頑張られましたけ

れども、周りに支える方がいっぱいいら

っしゃったんですよね。それで実現して

きた。そういうことも大切だなと。そう

いう意味ではですね、ここにいらっしゃ

るみなさんがた、1 人 1 人がですね、自

分のこの44年間の研究生活の中でですね、 

本当にご支援いただいたというふうに感

じています。ここで改めてお礼を申し上

げたいと思います。どうもありがとうご

ざいました。 

最後になりますけれども、その間です

ね、家族には本当に心の支えになっても

らっていました。家内の涼子、長女の香

里、長男の正人、次男の宏樹、それから

香里、去年11月に結婚して、旦那さん、

夫と言わないといけないんだよね今はね、

藤井洸希くん。特に、さっきの田本くん

からお話ありましたけれども、僕は熊本

のほうに単身赴任をしたんですけども、

コロナがあってですね、なかなか東京に

帰れなかったんですよね。その間、家内

を中心に、家族、家庭を守ってもらいま

した。どうもありがとうございました。 

これからのことなんですけれど、去年能

登半島地震が起こりました。その前の年

も、トルコ・シリアの地震、頻繁に被害

地震が起こっています。それからこれも

去年だったと思いますけれども、日向灘

の地震が起こって、南海トラフ地震の臨

時情報が出ましたね。これを見ていても、

まだまだやらなきゃいけないこと、いっ

ぱいあるというふうに感じています。 

先ほどのシンポジウムのときにお話し 
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しましたけれども、これからもですね、

頑張って研究、もしくは社会への還元で

すね、研究の社会還元に努めていきたい

と思います。 

清水建設時代にですね、グループ長に

なったときに、みなさんが一丸になって

活動できるように考えたことがあります。

それはですね、「世界中から地震で悲し

む人を1人でも減らす」、その目的だった

ら、どんな研究でも、どんな勉強会でも

なんでもいいから、みなさん一緒にやり

ましょうというふうに、スローガンを立

てました。これからもですね、そういう

目標に向かってですね、研究、今44年で

すけども、50年、60年に向けて頑張って

いきたいと思いますので、みなさんよろ

しくお願いいたします。  

 

(司会) 

壇先生ありがとうございました。 

 

19:40 閉会挨拶 

(司会) 

最後になりますが、閉会の挨拶として、

友清先生お願いいたします。 

 

(友清) 

本日は大変多くの方にご参加いただき

まして、誠にありがとうございます。壇

先生もおっしゃっておりましたけれども、

私はちょっと軽い気持ちで東京でやった

らいかがですかと言ったんです。そのと

きはもっと小ぢんまりと、卒業生だけで

やるのかなと思っていたんですが、本当

にたくさんの方にご参加いただきまして、

心から嬉しく思っております。 

またこれほどの方がいらっしゃると思

っていなかったので、改めて壇先生のご

功績というか、お人柄というか、すごい

方だなあということを感じました。色々

な方とお話しできて、私も本日すごく楽

しかったです。どうもありがとうござい

ました。 

ご家族の皆様も全員ご参加いただきま

して、本当にありがとうございました。 

壇先生におかれましては、これからも

社会貢献、研究を続けていかれるという

ことですので、お体に気を付けて、ぜひ

頑張っていっていただきたいなと思いま

す。 

最後になりますけれども、皆様ご参加

いただけましたことに重ねてお礼を申し

上げまして、皆様のこれからのご活躍、

それから皆様のご縁というか、このご縁

をいただいたことをきっかけに交流を深

めていただければと思います。 

本日はご参加いただきましてありがと

うございました。 

最後に記念撮影がございます。 

 

19:50 記念撮影 

(司会) 

皆さん、本日はこれにて終了となりま

す。お忘れ物がないようにお気をつけて

ご退出ください。ありがとうございまし

た。 

 

 

 


